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地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院職員衛 

生管理規程 

平成28年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院（以下「法人」と

いう。）の職員等の衛生に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規程において「職員等」とは、法人と雇用関係にある者のほか、法人

に派遣される者をいう。 

 （所属長の責務） 

第３条 所属長は、常に所属職員等の衛生に留意し、必要な措置を講じるとともに、

総括安全衛生管理者から職員等の衛生に関し、施設、作業方法等の改善等を命ぜ

られたときは、その趣旨に沿って適切な措置を講じ、その結果を総括安全衛生管

理者に報告しなければならない。 

 （総括安全衛生管理者及び総括安全衛生管理者の代理者） 

第４条 労働安全衛生法（昭和47年法律第57号。以下「法」という。）第10条第１項

の規定による総括安全衛生管理者は、病院長をもって充て、労働安全衛生規則（昭

和47年労働省令第332号。以下「省令」という。）第３条の規定による総括安全衛

生管理者の代理者は、副院長の職にある者のうちから理事長が任命する。 

 （衛生管理者） 

第５条 法第12条第１項の規定による衛生管理者は、職員のうちから理事長が任命

する。 

 （衛生管理者の代理者） 

第６条 省令第７条第２項の規定による衛生管理者の代理者は、職員のうちから理

事長が任命する。 

 （産業医） 

第７条 法第13条の規定による産業医は、職員のうちから理事長が任命する。 

 （衛生委員会の設置等） 

第８条 法第18条第１項の規定により、衛生委員会（以下「委員会」という。）を設

置する。 

２ 委員会の委員は、法第18条第２項及び第３項の規定により、次の各号に掲げる
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職員をもって組織する。 

(１) 総括安全衛生管理者 

(２) 衛生管理者 

(３) 産業医 

(４) 衛生に関する経験を有する職員 

３ 前項第２号から第４号に掲げる委員の半数については、職員代表の推薦をもっ

て理事長が指名することとする。 

 （委員長） 

第９条 委員会に委員長を置き、総括安全衛生管理者をもって充てる。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

 （副委員長） 

第10条 委員会に副委員長を置く。 

２ 副委員長は、委員長があらかじめ指名する者とする。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理す

る。 

 （任期） 

第11条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

２ 委員は、再任することを妨げない。 

 （所掌事務） 

第12条 委員会は、法第18条第１項各号に掲げる事項について調査審議し、理事長

に意見を具申するものとする。 

 （会議等） 

第13条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会の会議の議長は、委員長をもって充てる。 

３ 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意見を聴き、

又は資料の提出を求めることができる。 

４ 前各項に規定するもののほか、委員会の会議の運営に関し必要な事項は、委員

会が定める。 

 （その他） 

第14条 この規程に定めるもののほか、職員等の衛生に関し必要な事項は、法人が
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別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成28年４月１日から施行する。 


